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特定非営利活動法人穂の国森づくりの会
東三河環境認証材とは？

『私たちができること』－地域の環境から世界の環境へ－

・私たちが地域の木材を使うことの意義

　地域の木材製品を出来るだけ使い、身近な物質（木材）循環をつくっていく必要があると考えます。なぜなら、それが地域の森林をまもることにつながり、またそれは身近な循環型社会から世界的な地球温暖化防止にまでつながるものだがらです。それを証明するのが東三河環境認証材なのです。



・東三河環境認証材の位置づけ
このような地域の木材を使うという視点では、その使い方は、まず単純に木材を使う段階からはじまり、さらに近くの山の木材を使う段階、そして最後に、環境に配慮した近くの山の木材を使う段階に分けられます。東三河環境認証材とは、この３つ目の段階までを達成する位置づけになります。






・なぜ東三河環境認証材が必要か

この行動を主張していくためには、環境に配慮した（適切に管理された）地域の木材であることを示す明確な基準が必要です。

そのためには、環境に配慮した地域の木材であることを認証する制度を確立し、だれもがそれを確認できるようにすることが望まれます。
・「東三河環境認証材」認証制度の考え方

まず「東三河環境認証材」認証制度は




を認定することで、環境に配慮した（適切に管理された）地域の木材であることを
証明できると考えます。
　そして、その手法として、①適切に管理された森林の材の認定、②「東三河環境認証材」を区別して扱える事業体の認定、そして③認定された事業体から発行される伝票の管理の３つが必要になります。


















・認証制度を進めていくために

大きくは、このような過程で「東三河環境認証材」認証制度を進めていくことが考えられますが、今後、制度の信頼性（管理手法）、チェックのための手間（コスト）、認証についての認知度（普及啓発）、品質についての考え方などについては、今後実証していく必要があります。
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※環境に配慮した森林の木材とは、森林の生態系や機能を保全しながら、将来的に森林を維持していけるよう、計画的に管理された森林（＝適切に管理された森林）から生産される木材です
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